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チベット高原三妊娠高山放牧地におけるクチグロナキウサギ (Ochotona A,

cmvniae)の生息蔵匿と植生および土壌理化学性との関係に関する研究

輸疾め要旨ヨ 伽文の鯵釦 !200事鞄変､英文の場合800語粗封
中国チベット高原高山野草地では､数千年来､ヤク､ヒツジ､ヤギなどの草食動物が通年放牧され､

地域遊牧民にとって生存の物質的基盤となってきた｡しかし近年､過放牧や地球温暖化によって植生の

荒廃が進み､植物種の多様性や家畜生産性の低下が危倶されているo

クチグロナキウサギ (Ochotonacurzonl'ae)は､地下に巣穴を掘って生活する小型晴乳類であるo大
量の土壌を掘り起こし､これが草地を覆って裸地となるQまた植物を採食し越冬のために植物を巣穴に

貯蔵するため､家畜の飼料となる植物量が減少するoそのため草地の劣化を助長し､放牧家畜の生産性

にも影響を与える主要な害獣として駆除されてきたO-方､本種は高山放牧草地生態系の調節者として

の役割を果たしているとの報告もあるOその巣穴は野鳥の巣となり､猛禽類や食肉類の餌となり､草地

生態系のエネルギー､と物質の循環に関わっている｡そこで本研究では､高山野草地の管理と生態系保護
の基礎となる科学的根拠を提示することを目的とし､クチグロナキウサギの行動生態､その生息密度と

植生､植物種多様性および土壌理化学性との関連について検討した｡

本種の行動生態を明らかにするために､自動授影装置によるクチグロナキウサギの地上部での行動観

察を2012年 8月に9日間行ったQ行動時間帯は6時から20時で､21時から次の目の5時までの時間

帯には地上部での行動は記録されなかった｡行動時間帯を3時間期Ⅰ-Ⅴ期に分け比較すると､活動時間
はⅠⅠⅠ期 (12･00:00-14･59:59)が他の時間帯と比較して有意に最も高く (34.4%､P<0.05)､クチグロ

ナキウサギは日中型であることが示されたO行動の項目別割合 (%､9日間平均)は､静止･観察が548%

で他の行動項目よりも有意に最も多く､採食が20.7%､移動が10.4%､その他の行動は14.1%であった

(p<005)｡各行動項目とも3時間期による有意差を示した (P<0.05)｡静止 ･観察行動が総行動時間の
5割を示したのは､猛禽類と食肉類による捕食に対する警戒と考えられた0

本種の生息密度と植生との関係を明らかにするために､巣穴開口部密度が 0または寡少から高までの

変異を示す2011年では4プロット (各50mx50m)､2012年では10プロット(各20m×20m)を抽

出し､開口部密度と植生の調査を行ったQ高利用開口部密度は2011年では4-305個/2,500m2/目､2012

年では 5-63個/400m2/目であった｡両年とも植被率および草高が高いプロットにおいて､開口部密度

は低い値を示した｡また､一般化線型モデル解析により､高利用開口部密度は植被率が高く出現植物種

数が多く草高が低いほど高いことが示されたO種多様度に関する指標が低いと高利用開口部密度も低く､

本種は家畜に採食され草高が低い場所から､植被率の高い所を選択している可能性が示された｡

本種の生息密度と植生および土壌との関係を明らかにするた捌こ､2012年に10プロット(各20mx20

m)で巣穴の開口部密度 (BI))､高利用開口部密度(A丑D)と植生および土壌 (0-5cm深)理化学性を調

査した｡ Bt)は草高と有意な正の相関 (P<005)､植被率､仮比重と有意な傾向のある正の相関 (P<0.1)
を示し､ABDは車高および仮比重と有意な傾向のある正の相関 (P<0.1)を示したo一般化線形モデル

解析で､BDとABDは草高が低く土壌硬度とTNが高いほど高く､BDはTCが低いほど高く､土壌陽

イオンと陰イオンでは Ca2+､NH4十とSO42が低いほど高く､ K･が高いほど高く､BDはMg2+が低いほ

ど高いことが示された｡BDとABDにおける諸要因の影響の差異には､巣穴形成からの経過時間が関係

していると考えられた｡

本研究の結果からは､クチグロナキウサギの高密度化が草原植生劣化の主因ではなく､過放牧による

草地の劣化により本種の好適生息環境が形成された結果､間接的に高密度化が生じると考えられた｡ク

チグロナキウサギの高密度化は､過放牧により植生が劣化する方向-遷移していることを示す一つの指

標とみなすことができると考えられたO




